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〈
平
成
28
年
度
事
業
計
画
〉

　

※
新
規
事
業
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

重
点
継
続
事
業
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、　

　
　

当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上

と
持
続
的
発
展
の
推
進

［
重
点
（
新
規
）
事
業
］

①
小
規
模
事
業
者
実
態
調
査
の
実
施

②
軽
減
税
率
の
導
入
に
向
け
た
相
談
・
支
援

　

の
強
化

③
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
個
別
商

　

圏
分
析
の
支
援

［
新
規
事
業
］

①
「
に
い
が
た
産
学
官
金
連
携
推
進
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
」
と
の
連
携
推
進

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
調
査
・
研
究
お
よ
び
事

　

業
者
等
へ
の
情
報
提
供

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
募
集
強
化

２
．
行
っ
て
み
た
く
な
る
・
歩
い
て
み
た
く
な
る

ま
ち
の
構
築

［
重
点
（
新
規
）
事
業
］

①
中
心
商
店
街
と
の
共
催
に
よ
る
語
学
・
地

　

域
学
の
共
同
研
修
の
実
施

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
お
よ
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

　

新
潟
駅
・
周
辺
施
設
機
能
を
踏
ま
え
た
ま

　

ち
づ
く
り
の
研
究

［
新
規
事
業
］

①
個
店
の
ブ
ラ
ン
ド
（
逸
品
）
開
発
支
援
と

　

情
報
発
信
の
強
化

②
新
潟
グ
ル
メ
情
報
サ
イ
ト
「
新
潟
う
ま
い

　

も
の
」
外
国
語
版
（
英
語
版
等
）
の
開
設

３
．
地
方
創
生
に
向
け
た
地
域
振
興
事
業
の
推
進

［
重
点
（
新
規
）
事
業
］

①
新
潟
駅
の
機
能
強
化
、利
便
性
の
向
上
に
向
け

　

た
関
係
者
に
よ
る
研
究
会
等
の
開
催
〈
再
掲
〉

②
産
学
官
金
連
携
の
強
化
に
向
け
た
「
に
い

　

が
た
産
学
官
金
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

の
運
営

［
新
規
事
業
］

①
新
潟
市
に
お
け
る
観
光
振
興
に
関
す
る
調

　

査・研
究
お
よ
び
提
言・要
望
活
動
の
実
施

②
「
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

　

ム
新
潟
（
仮
称
）」
の
誘
致
お
よ
び
開
催
に

　

対
す
る
支
援
・
協
力

③
Ｇ
７
新
潟
農
業
大
臣
会
合
の
開
催
に
対
す

　

る
支
援
・
協
力

４
．
提
言
・
要
望
活
動
等
の
推
進

［
重
点
（
継
続
）
事
業
］

①
税
制
改
正
・
中
小
企
業
政
策
に
関
す
る
研

　

究
と
提
言
・
要
望
活
動
の
展
開

②
各
種
提
言
・
要
望
活
動
（
新
潟
・
新
津
・

　

亀
田
３
商
工
会
議
所
合
同
に
よ
る
要
望
活

　

動
、
各
部
会
・
委
員
会
に
よ
る
提
言
・
要

　

望
活
動
、
各
種
都
市
基
盤
整
備
の
充
実
に

　

向
け
た
提
言
・
要
望
活
動
等
）
の
実
施

５
．
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

［
重
点
（
新
規
）
事
業
］

①
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
実
施

　

第
１
４
９
回
通
常
議
員
総
会
を
3
月
22
日
開
催
し
、「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
総
会
に
お
い
て
早
福

弘
氏
を
専
務
理
事
に
、
清
野
雅
士
氏
を
監
事
に
選
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
27
年
度
の
新
入
会
員
は
２
４
６
社
で
、
年
度
末
会
員
数
４
４
２
６
社
と
な
り
、
平
成

17
年
度
か
ら
11
年
連
続
２
０
０
社
以
上
の
新
規
加
入
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
４
９
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

～
平
成
28
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
承
認
～

通常議員総会のようす

　３月22日に行われた通常議員総会におい
て、早福　弘氏を当所専務理事に選任しま
した。早福氏は新潟市中央区出身で昭和

30年生まれ（60歳）。早稲田大学法学部卒業。昭和53年に
新潟県に入庁し、産業労働観光部副部長、佐渡地域振興局
長、新潟地域振興局長、企業管理者（企業局長）などを歴
任し、平成28年３月に新潟県を退職。４月１日付で新潟商
工会議所専務理事に就任しました。
　前専務理事の遠藤修司氏は、平成22年４月から新潟商工
会議所理事、同７月からは専務理事として当所事業活動に
尽力され、３月31日付で勇退されました。

専務理事に早
そうふく

福 弘
ひろむ

氏を選任

平成28年度収支予算総括表

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

（単位：千円）

会計別 本年度予算額
（A）

前年度予算額
（B）

比較増・減（△）
（A）－（B）

一般会計 322,798 320,746 2,052

中小企業相談
事業特別会計 160,964 161,190 △226

経営発達支援
事業特別会計 10,510 912 9,598

まちづくり
事業特別会計 32,083 31,934 149

会館管理
特別会計 15,476 18,682 △3,206

生命共済事業
特別会計 64,251 66,444 △2,193

生命共済
見舞金 13,781 13,211 570

特定退職金共済
事業特別会計 37,760 38,309 △549

労働保険事務
組合特別会計 102,811 100,012 2,799

合　計 760,434 751,440 8,994
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会議所の き動
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最
後
の
満
点
合
格
者
表
彰
式
と

合
格
者
の
集
い
を
開
催

～
新
潟
市
観
光
・
文
化
検
定
～

満点合格者表彰式記念撮影

　

昨
年
11
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
「
第
10
回
新

潟
市
観
光
・
文
化
検
定
」（
同
実
行
委
員
会
実
行
委

員
長
：
当
所
福
田
勝
之
会
頭
／
主
催
）の
満
点
合

格
者
表
彰
式
が
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
満
点
合
格
者
と
な
っ
た
３
級
１
名

と
、
親
子
＆
ペ
ア
検
定
３
組
の
う
ち
１
組
２
名

が
出
席
し
、
福
田
勝
之
実
行
委
員
長（
当
所
会

頭
）か
ら
表
彰
状
と
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
１
級
と
２
級
合
格
者
を
対

象
と
す
る
「
合
格
者
の
集
い
」
を
別
途
開
催
し
、

参
加
者
は
講
演
会
聴
講
後
、
懇
親
会
で
ゲ
ー
ム

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

会
員
増
強
に
尽
力
し
組
織
強
化
に
貢
献

日
商
会
員
総
会
で
組
織
強
化
表
彰

　

新
潟
商
工
会
議
所
（
福
田
勝
之
会
頭
）
は
、

３
月
17
日
に
日
本
商
工
会
議
所
が
開
催
し
た

「
第
１
２
３
回
通
常
会
員
総
会
」
に
お
い
て
、

組
織
強
化
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
表
彰
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所

の
中
で
も
特
に
会
員
の
増
強
を
実
現
さ
せ
、

組
織
強
化
に
貢
献
し
た
会
議
所
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
東
京
、
大
阪
な
ど
、
新
潟
を

含
む
計
18
会
議
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の

お
蔭
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
５
０
０
０
推
進
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
お
一
人
一
社
の
ご
紹
介
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

組織強化表彰状を掲げる福田会頭

『
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
に
学
ぶ

新
潟
県
内
企
業
の
国
際
展
開
』

～
第
４
回
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
～

　

当
所
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
は
、
３
月

９
日
に
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
並
び
に（
一
社
）新
潟

県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
共
催
に
よ
り
、
今

年
度
４
回
目
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
に
学
ぶ
新
潟
県

内
企
業
の
国
際
展
開
」で
参
加
者
は
73
名
。

　

当
日
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
㈱
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
の
山
井
太
社
長
か
ら
同
社
の
国

際
展
開
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
開
き
、
第
二

部
で
は
、
山
井
社
長
と
ジ
ェ
ト
ロ
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
支
援
部
長
の
植
田
大
氏
、
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
政
府
日
本
事
務
所
代
表
の
柴
田
純

男
氏
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
法
律
事
務
所
の
中
村

崇
弁
護
士
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
様
々
な
側
面

か
ら
新
潟
県
内
企
業
の
国
際
展
開
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
に
は
講
師
と
パ
ネ
リ
ス
ト

も
交
え
て
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に

有
意
義
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
会
員
同
士
の
新
た
な
人
脈
作
り
と

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
造

～
平
成
27
年
度
新
会
員
交
流
会
～

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
新
会
員
交
流
会

を
、
３
月
４
日
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
31
階
展
望
室

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
37
名
。

　

は
じ
め
に
、
福
田
会
頭
か
ら
「
会
議
所
の

加
入
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
、
継
続
的
な
関

係
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
開
会
の
挨

拶
が
あ
っ
た
後
、
当
所
小
規
模
企
業
振
興
委新会員交流会のようす

員
で
合
同
会
社
ア
レ
コ
レ
代
表
社
員
の
迫
一

成
氏
が
「
私
の
商
工
会
議
所
活
用
術
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
迫
氏
は
、
会
議

所
の
活
用
方
法
を
自
ら
の
体
験
談
を
交
え

て
、
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
懇
談
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ

ル
の
メ
ン
バ
ー
同
士
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
が
生
み
出
せ
る
の
か
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
人
脈
作
り

が
で
き
る
場
を
た
く
さ
ん
設
け
て
ほ
し
い
」

「
今
後
も
会
議
所
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。


